
平成３０年度全国学力・学習状況調査 
＜長崎県の結果の概要＞ 

 
 

Ⅰ 調査の概要 
 
１ 目 的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒 
の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改 
善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の 
改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的 
な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 実施対象 

県内国公私立学校の以下の学年の、原則として全児童生徒を対象とする。 
○小学校調査…小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、 

特別支援学校小学部第６学年 
○中学校調査…中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

特別支援学校中学部第３学年 

 

３ 調査内容  
（１）教科に関する調査…国語、算数・数学、理科 

主として「知識」に関する問題をＡ問題、主として「活用」に関する問 
題をＢ問題として調査 

主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内

容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可

欠であり常に活用できるようになっているこ

とが望ましい知識・技能などを中心とした問題 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する

力や、様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力などに関わる内容を中心と

した問題 

    ※理科については、主として「知識」に関する問題と「活用」に関する問題を一体的に問う。 

（２）質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面

等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件

の整備の状況等に関する調査 

 

４ 調査期日  平成３０年４月１７日（火） 

 

５ 調査実施校数及び児童生徒数 

（１）実施校数 ４９８校（調査対象者の在籍する学校の総数 ４９８校） 

（小学校：３２０校、中学校：１７６校、義務教育学校：２校） 

 
（２）参加児童生徒数 

○ 小学校６年生   約１１，５００人 
○ 中学校３年生   約１１，１００人 



Ⅱ 全国学力・学習状況調査「結果の概要」 
 
１ 教科に関する調査 

１ 平均正答率 
   ＜県全体（公立小・中学校・義務教育学校、県立中・特別支援学校）＞ 

校 種 教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本 県 全 国 本 県 全 国 

小学校 

国 語 ６９ ７１ ５４ ５５ 

算 数 ６２ ６４ ５０ ５２ 

理 科 ６０ ６０   

中学校 

国 語 ７５ ７６ ６０ ６１ 

数 学 ６５ ６６ ４５ ４７ 

理 科 ６６ ６６   

 

＜県立中学校（３校）の平均＞ 

教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本 県 全 国 本 県 全 国 

国 語 ９２ ７６ ８３ ６１ 

数 学 ８９ ６６ ８１ ４７ 

理 科 ８６ ６６   

 

＜参考１＞ 平成２９年度の調査結果（公立小・中学校、県立中・特別支援学校） 

校 種 教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本 県 全 国 本 県 全 国 

小学校 
国 語 ７３ ７５ ５６ ５８ 

算 数 ７８ ７９ ４３ ４６ 

中学校 
国 語 ７７ ７７ ７２ ７２ 

数 学 ６４ ６５ ４８ ４８ 

＜参考２＞ 平成２７年度小学校６年生（現中学３年生）の調査結果 

校 種 教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本 県 全 国 本 県 全 国 

小学校 

国 語 ６９ ７０ ６４ ６５ 

算 数 ７４ ７５ ４４ ４５ 

理 科 ５９ ６１   

※理科はＡ問題・Ｂ問題の区別はない。 

※理科はＡ問題・Ｂ問題の区別はない。 

※理科はＡ問題・Ｂ問題 

の区別はない。 

※平成２９、３０年度の数値は文部科学省
が公表したデータによる。 

※平成２７年度の数値は、文部科学省が公
表したデータをもとに整数値に変更した
もの。 

 
 

※理科はＡ問題・Ｂ問題の区別はない。 



 

２ 上位３市町、下位３市町の平均正答率と全国の平均正答率との差 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

中学校 



　　　質問紙調査

１　主な状況（質問紙調査からの抜粋）

【道徳性、自己有用感等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 93.2 本県 95.7 本県 94.3 本県 96.6

全国 92.5 全国 95.2 全国 91.9 全国 94.9

本県 96.6 本県 97.0 本県 94.7 本県 96.9

全国 96.1 全国 96.8 全国 92.8 全国 95.5

本県 79.4 本県 85.5 本県 71.9 本県 81.5

全国 77.9 全国 84.0 全国 70.7 全国 78.8

本県 86.8 本県 85.6 本県 83.0 本県 84.1

全国 86.0 全国 85.3 全国 80.4 全国 82.2

【学習習慣と生活習慣】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 本県 58.5 本県 本県 57.3

全国 全国 62.6 全国 全国 55.2

本県 66.3 本県 67.2 本県 30.0 本県 31.1

全国 64.4 全国 66.2 全国 35.4 全国 36.4

本県 95.4 本県 94.3 本県 94.8 本県 94.1

全国 95.4 全国 94.5 全国 93.2 全国 91.9

本県 77.8 本県 80.8 本県 76.9 本県 79.1

全国 78.1 全国 80.5 全国 74.3 全国 76.0

【地域や社会に関わる活動の状況等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 72.8 本県 76.5 本県 62.4 本県 77.5

全国 70.2 全国 74.4 全国 53.7 全国 68.7

本県 64.8 本県 64.8 本県 45.7 本県 49.6

全国 62.6 全国 62.7 全国 42.1 全国 45.6

本県 63.3 本県 62.1 本県 63.8 本県 62.5

全国 63.9 全国 63.8 全国 59.2 全国 59.3

本県 40.4 本県 48.0 本県 35.0 本県 39.8

全国 42.3 全国 49.9 全国 33.4 全国 38.7

3
地域や社会で起こっている問題や出来事
に関心がある

-0.6 -1.7 +4.6 +3.2

-0.2 +1.6

中　　学　　校

+1.7

先生は、あなたのよいところを認めてくれ
ている

+1.9

+0.7

+0.3

+2.2

+0.5

小　　学　　校 中　　学　　校

H29 H30 H29 H30

3 毎日朝食を摂取

+2.1 +3.6 +4.0

1
5年生（１、２年生）までに受けた授業や課
外活動で地域のことを調べたり，地域の
人と関わったりする機会があった

+2.6 +2.1 +8.7 +8.8

2 いじめはどんな理由があってもいけない

4

2 今住んでいる地域の行事に参加している +2.2

調査項目

0.0

+2.6

小　　学　　校

1 人の役に立つ人間になりたい

調査項目

+1.4+1.9

+2.4

H29 H30

H30

H29

+0.2

+0.8

+0.5

中　　学　　校

H30

調査項目

小　　学　　校

H29 H30 H29

2
授業以外に１時間以上（中学校は２時間
以上）の学習をしている（月～金）

+1.9 +1.0 -5.4 -5.3

3 自分には、よいところがある +1.5 +1.5 +1.2 +2.7

4
家の人と、学校での出来事について話を
する

-0.3 +0.3 +2.6 +3.1

1
家で、学校の授業の予習・復習をしてい
る

-4.1 +2.1

4
地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えることがある

-1.9 -1.9 +1.6 +1.1

２



２ 経年の推移 

○「人の役に立つ人間になりたい」と思っている児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「いじめはどんな理由があってもいけない」と思っている児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「自分には、よいところがある」と思っている児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「先生は、あなたのよいところを認めてくれている」と思っている児童生徒

の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

小学校 

中学校 

中学校 

中学校 

小学校 

小学校 中学校 



３ 結果の総括 
１ 教科に関する調査について 

◇ 本年度は、国語、算数、数学において、全国平均を 1～２ポイント下回った。

理科においては、小学校調査、中学校調査ともに全国平均と同程度であった。 

◇ 本年度の中学校３年生について、今回の結果と小学校６年生（平成２７年度）

時の結果とを比較すると、理科において改善が見られる。 

◇ 小学校における基礎的な知識・技能の定着について、理科では改善傾向であ

る。一方、漢字や計算等の問題に、引き続き課題が見られた。 

◇ 複数の情報（文章、グラフ・図表 等）を読み解き、必要な情報を取り出し

たり整理したりすること、また、それらを基に自分の考えをまとめ表現する

ことに課題がある。 

 

◇ 各教科における昨年度の重点課題の状況は、以下のとおりである。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

      

 

 

 

 

◇その他、課題が見られた問題や新学習指導要領が目指す学力に沿った問題例 

【小学校国語】主語と述語の関係等に注意して文を正しく書き直す問題(Ａ５) 
【小学校算数】二つの数量の関係を捉える問題(Ａ１(１)) 

【小学校理科】太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を 

目的に合ったものづくりに適用する問題( ３(４)） 

【中学校国語】目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を 

書く問題(Ａ８四２) 

【中学校数学】計算から分かることを選び、その理由を数学的な表現を用いて 

説明する問題(Ｂ５(２)) 

【中学校理科】条件制御の要因が複数ある実験において、変える要因に対して 

変わってしまう要因を指摘する問題( ２(４)） 

 重点課題（Ｈ２９） 問題番号 状況(全国との差) 

小

学

校 

国語 
条件作文 Ｂ２二 －１ 

漢字 Ａ８ －３ 

算数 
表とグラフ 

Ｂ３(１) －１ 

Ｂ３(２) －２ 

式の意味理解 Ａ４(２) －１ 

 

理科 

 

実験結果から分かる

ことを問う 
２(３) －１ 

適切な操作方法 ４(１) ＋２ 

中

学

校 

国語 条件作文 Ｂ３三 ±０ 

数学 
等式の変形 Ａ２(４) ＋２ 

資料の活用 Ａ14(２) ＋１ 

理科 適切な課題設定 ８(３) －２ 



 

◇ 市町間の平均正答率の差について、本年度は７～１９ポイントの開きがある。

特に、中学校数学において、その差が大きい。 

 

◇ 国語では、小学校から中学校にかけて市町間の平均正答率の差が小さくなっ

ているが、算数・数学においては大きくなっている。 

 

 

２ 質問紙調査について 

◇ 道徳性については、継続的に高い傾向にあるとともに、周囲の大人（教員、

保護者、地域の人）との関係を肯定的に捉えている。 

 

◇ 「人の役に立つ人間になりたい」「いじめはどんな理由があってもいけない」

と思っている児童生徒の割合は、９５％を超えており、昨年度に引き続き全国

を上回っている。 

 

◇ 「自分には、よいところがある」と思っている児童生徒の割合は、昨年度と

比べると小学校で６.１ポイント、中学校で９.６ポイント上昇した。また、「先

生は、あなたのよいところを認めてくれる」と思っている児童生徒の割合も、

継続的に全国よりも高く、その数値は着実に上昇している。 

 

◇ 中学校において「月～金において、授業以外に２時間以上学習」をしている

生徒の割合は、引き続き全国を下回っている。 

 

◇「家の人と、学校での出来事について話をする」と回答した児童生徒の割合

は、小・中学校ともに全国を上回った。特に、中学校では全国を大きく上回っ

ている。 

 

◇ 中学校において、「１、２年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを

調べたり、地域の人と関わったりする機会があった」と思っている生徒の割合

は、全国を８.８ポイント上回るなど、地域や社会に関わる活動状況は、概ね

良好である。 



４ 各教科の状況   
 

小学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・推薦する文章の一部を二つの資料をもとに書く問題(Ｂ２二：条件作文) 

・同じ漢字が使われる文を選択する問題(Ａ８：漢字) 

・主語と述語の関係等に注意して文を正しく書き直す問題(Ａ５) 

２  

Ｂ 

（
問
題
文
よ
り
一
部
抜
粋
し
、
再
構
成
し
て
い
る
。） 

〈条
件
〉 

○
【紹
介
す
る
文
章
】と
【保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
た
こ
と
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○
【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
。 

○
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

Ｂ２ 二  
県の正答率  12.4％ 
全国との差  －１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ８ 

県の正答率  

ア 70.4％ 

 イ 79.3％ 

 ウ 79.7％ 

 エ 61.3％ 

 オ 49.1％ 
全国との差  －３ 



 

 
Ａ 

５ 

Ａ５ 
県の正答率  33.2％ 
全国との差  －２ 

・「目的や意図に応じて、内容の中心を明確にして詳しく書く（条件作文）」問題について

は、複数の資料から必要な情報を取り出して書くことに課題が見られた。 

・漢字については、漢字を書くこととあわせて、文の中で適切に使うことに課題が見られ

た。 

・主語と述語との関係などを捉え、文の意味を明確に伝えるために正しく書き直す問題に

課題が見られた。 



 

 

小学校算数 

 

 

・グラフを読み取る問題(Ｂ３(１)(２)：表とグラフ) 

・単位量当たりの大きさを用いて比べる問題(Ａ４(２)：式の意味理解) 

・二つの数量の関係を捉える問題(Ａ１(１)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ３ 

Ｂ３(1) 
県の正答率  19.4％ 
全国との差  －１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ３(2) 
県の正答率  22.4％ 
全国との差  －２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ４ 

Ａ４(2) 
県の正答率  48.8％ 
全国との差  －１ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 

Ａ１(1) 
県の正答率  57.6％ 
全国との差  －５ 
 

・複数の観点で示された情報とグラフを関連付けて解釈し表現することや、一つの事

柄について表した複数のグラフから読み取れる内容を適切に判断することに課題が

見られた。 

・単位量当たりの大きさを用いて比べる問題では、除法の式と商の意味の理解に課題

が見られた。 

・除法で表すことができる二つの数量の関係を捉える問題では、計算で正しく求める

ことに課題が見られた。 

 

 

 



 

小学校理科 

    

・実験結果から分かることを書く問題(２(３)：結果の考察) 

・ろ過の適切な操作方法を選ぶ問題(４(１)：適切な操作方法) 

・太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を目的に合

ったものづくりに適用する問題(３(４)) 

 

２(３) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２(３) 
県の正答率 18.7％ 
全国との差 －１ 



 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４(１) 
県の正答率 73.5％ 
全国との差 ＋２ 



 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・より妥当な考えをつくりだすために、実験結果を基に分析して考察し、その内容を

記述する問題に課題が見られた。 

・ろ過の操作など技能を問う問題に改善が見られた。 

・地学分野と物理分野など２つの分野を横断的に問う問題に課題が見られた。 

３(４) 
県の正答率 39.7％ 
全国との差 －２ 



中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書く問題(Ｂ３三：条件作文) 

・目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書く問題 

(Ａ８四２)  

・相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書く問題では、正答率は全国と同程度であ

ったが、読み取った内容を整理し、記述することについて課題が見られた。 

・文の成分の順序や照応（「誰の」、「どのような」等）をとらえ、適切な文を書く問題は正

答率が低く、言語の知識の定着に課題が見られた。 

～ 

後 

略 
～ 

（
三
十
三
行
の
文
量
） 

Ｂ３三 

県の正答率 48.8％ 

全国との差 ±０ 

Ｂ ８ 

四 

 Ａ 

Ａ８四２ 

県の正答率 18.5％ 

全国との差 －４ 



 

中学校数学 

 

・式を変形する問題(Ａ２(４)：等式の変形) 

・与えられた資料から中央値を求める問題(Ａ14(２)：資料の活用) 

・計算から分かることを選び、その理由を数学的な表現を用いて説明する 

問題(Ｂ５(２)) 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ２ 

Ａ14(２) 
県の正答率  74.8％ 
全国との差  ＋１ 

Ａ２(４) 
県の正答率  50.1％ 
全国との差  ＋２ 

Ａ14 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
・「等式の変形」の正答率は、本年度は全国を上回ることができたが、50.1％にとどまり、引
き続き課題が見られた。  

・与えられた資料から中央値を求めることは概ね定着しており、本年度の正答率は全国を上回
った。 

・里奈さんの計算２の過程を解釈した上で判断した理由を説明する問題において、県、全国と
もに正答率が低かった。 

Ｂ５(２) 
県の正答率  9.1％ 
全国との差  －１ 

Ｂ５ 



 

中学校理科 

 

・ 探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだす問題 

(８(３)：適切な課題設定) 

・ 条件制御の要因が複数あると考えられる実験の変える条件に対して変

わってしまう条件を指摘する問題(２(４)) 

 

８(３) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８(３) 
県の正答率 72.2％ 
全国との差 －２ 



 

２(４) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

・探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだし、探究を深める問題は、

全国には届かなかったが、その差が小さくなった。 

・「条件制御」の要因が複数あると考えられる実験を検討して改善し、変える条件を変

えるとその他にも変わってしまう条件を指摘する問題に課題が見られた。 

２(４) 
県の正答率 57.2％ 
全国との差 －４ 


